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ヘリコプリオンの復元について

後藤仁敏＊

はじめに

ロシアの古生物学者A・Karpinskyによって，

1899年に命名されたHｾ"cop7-Zo7z (ギリシャ語

の帆helix(らせん)〃とmprion(ノコギリ）"によ

り名づけられた）は，成長にともなって歯が脱落

せず，渦巻状の歯列（図1）をもつ化石軟骨魚類

として知られている。この特徴的な歯列の化石は，

これまでにソ連のウラル地方，オーストラリア西

部北アメリカの各地， 日本， スピッツベルゲン

島の上部石炭系から中部ペルム系までから発見さ

れている。

著者は， 1979年5月に荒木英夫氏によって発見

された宮城県気仙沼市産のHな"COf"o"属化石

を研究する機会を得たので，小論において， この

化石の復元を中心に,Hを"COか･fo九に関する研究

を紹介する次第である。

蕊
図1.He"copγわれbesso7”画ZKarpinsky、
KarpinSky(1899)によりNielsen(1952)作成。

ｅ

Ｔ
４
α
・
』

管
Ｚ
ｅ
ｏ
Ｚ血

ａ
，
ａ
冗

妙
恋

撫
》
“
”
》

嘘
ｃｌＯＯＨ

Ｃ恥

。
ｌ
亜
恥

淳
＆
呼
坐
／
》

ん沙ｅ踊

れ
課
卯

北
必
ん
Ｅ

α

減

じ鹿

⑰

分類と系統

Karpinsky(1899)は,Hど"cOp7･io"属の分類

上の位置を,E上士StZjS属(Leidy, 1856)と共に

板隠類のEdestiden類に含まれるものとしてい

る。

一方, Jaekel(1899)は, Edestidae科をOm-

血sから由来したものと考え，全匪瀕の先祖とし

て，図.2のような系統を示した。

その後板鰡類とする説(Hay,1929;Nielsen,

1932:Romer,1933;White,1936 5Wheeler,

1939;Moy-Thomas,1939jBendix-Almgreen,

1966jRomer,1966)のほかに，全頭類とする説

(Bepr,1940;06pygeB,1953j1964)がある。

このなかで,Nielsen(1932)とMoyThomas
ﾉZ"odus
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図2｡ Jaekel(1899)によるEdestidae科など

の系統図。
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Pαγαﾉ2e"ccmlodus(1939）は，エデスタス類はBradyodont類に含

まれると考えたが，それは05pyYeB(1964)によ

っても受けつがれている。また,Nielsen(1952)

は,H2〃c”γjo7zを含むエデスタス科の系統を図

3のように考えた。また，最近では, Bendix

Almgreen(1966)とMoy-ThomasandMiles

(1971）は，頭部の骨格と歯の組織構造などから，

他のエデスタス類は全頭類に含まれるが,"と"‐

COP"o冗属とCcz77z"lOl"o"属のみは板鰕類に

含まれるものであると述べている。

以上をまとめると表1のようになる。

Hど〃c(zm'foL加s

S

I韮"col"o"

／
Pαγαlie"co'7･ioれEkなs”S Eγ縦odus

α感｡“Op7.zo

”d拠sCa打Z
0

0rod"s

図3.Nielsen(1952)によるEdestidae科の
系統図。

の観察や化学分析により，歯は血管象牙質からな

り， リン酸カルシウムなどから構成されているこ

と，楯鱗の集合体をともなうことなどを記載して

いる。

また,Woodward(1886)とNewberry(1889)

がオーストラリア西部の石炭系（現在ではペルム

系）より報告している14の歯からなるEdest"s cIq-

'Uis〃は,Hc"cOi>"owzd"uis"(Woodward)

であるとしている。さらに，彼は， これらの標本

の詳しい観察にもとづき， この歯列が魚の上顎に

カルピンスキーによる記載

Karpinsky(1899)は， ヨーロッパロシアのウ

ラル山の西側，ペルム州クラノウフイムスク市の

ペルムー石炭系（現在では下部ペルム系）のアル

チンスク層から, Bessonow氏によって発見され

た5個の歯列の化石について，新属新種Hｾ"cOi)･

7-jo"besso7zoz"と命名した。そのうち，最大の

ものは巻き数3.5,鎌形の歯が外側に50,中央に

43,内側に35,計136も存在し,直径は238”に達す

る｡ﾀ陪膨態だけでなく,光学顕微鏡による組織構造
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図4. Karpinsky(1899)によるH乞睦oか．zo7］
6esso7zo"Zの復元図。

付着した，正中で前方に突出した強力な攻撃のた

めの武器となるものではなかったか，と考えた(図
4）。

図5｡ Yabe(1903)の報告した日本産HE"cop-
『わ〃6esso'zo"2 (横山, 1920による）。

その後の化石の発見

佐川（1900）は， 日本の足尾銅山付近（現在の

群馬県勢多郡東村花輪）の古生代の石灰岩(現

在では下部ペルム系の鍋山統)からクリノイドと

共産した直径26cmのHど"CO'"o”を報告し， こ

の標本は日本からの第1号化石として,Yabe(1903)

によってHを"c""o726esso7zotWであると記載

された（図5）。

Koken(1901)は，パキスタンのソルト・レン

ジからH&'"c妙γzo7zsp.を報告したが， これはの

ちに, Branson(1935)によって，別の新属Hセー

〃"77ZlOCiZ4SkOhe7Zi(図6)とされている。

Eastman(1902)は，新属C"7z"j""o”を

提唱し,C""7zectaれSを記載するとともに,Wood-

ward(1886)によるEcts"s血魂s"(Karpin-

sky(1899)ではHど"cO'"o7zぬりis")を,C

daUfs"(Woodward)とし,Dean(1897)によ

る北アメリカネバダ州の石炭系からの,E*s"s

jeco"teiをC産CO”t“（Dean）とした。

Hay(1907, 1909)は，北アメリカのアイダホ

州から新属Z,issO,rio冗允γγie7-Zを報告している

が，これはのちに,Karpinsky(1911, 1912)や

Eaton(1962),Bendix-Almgreen(1966),Ke-

llyandZangerl(1976)により,Hｾ"c"7･jo"

たγγ彪γ2(Hay)とされている（図7)。 また，

Hay(1909)は,Dean(1897)が報告したEdes

”sjeco7zt“（Eastman（1902）によるQz7"y-

Jo’γio7zJeco7zrei)を，新属rb""7･jO7z jeco"-

tei(Dean)(図8)とした。しかし，のちにBen-

dix-Almgreen(1966)では, Z~b""7･jO7ZはHｾー

図6．H2"Cam”d江s";ohelzi.Branson(1935)
により,Nielsen(1952)作成。

図ZHｾ"COP減o”たγγjｾ減の右側｡Hay(1909)

によりEaton(1962)作成。

"cof"o”と同じで,HZeco7zteiとされている。

Karpinsky(1911, 1912)は,Hと"cO,"o冗属

－37－



として,Hbesso"owi,H.d@wis",Hsp. (の

ちのHと"Ccz77ZlOdzJShOke"),Hα""eCtα”S

(Eastman(1902)によるCq77z"Iol"oれα”‐

"ec"仰s),亙允γγieri(Hay(1907)による〃‐

ssop"o”たγγie"),Hnsp.を含めている。

また, KapmIHcK"(1916)は， ウラルの下部ペ

ルム系からHe"copγio九cIeγ“を報告したが，

のちに,KaPmmHOK"(1924)では新属Pαγαﾉze"

COか･io"clef-cjとしている。さらに,KapHHHcKIIm

(1922）は，モスクワの上部石炭系からHｾ"cOZ)-
"o冗加α"o呪を報告したが， これはのちに, 05-

pyneB(1964)により, CMz""lop7･io"加α”o妙j

とされている。

Hoffet(1933)は， ラオスからHを"col"o"属

化石を報告している。

Wheeler(1939)は,Hど""'"o仰の2つの新

種北アメリカのネバダ州からH伽9℃α火冗sis

を， カリフォルニア州からH:sZeγγe7zsZsを報告し

ている。同時に，彼は歯の用語と計測法を示して

いる（図9)。

Teichert(1940)は，オーストラリア西部のペ

ルム系からのWoodward(1886)のEdes"sfitz-

1UZs泥の再記載と2つの新標本の記載をおこない，

Hを〃CO力γioれ。上wUis"としている。

Mullerried(1945)はメキシコから新種Hな"‐

co"γ"冗加ezzca冗拠sを,WilliamsandDunkle
今

（1948）は北アメリカのアイダホ州からHsp・を，

LarsonandScott(1951, 1955)は北アメリカの

ネバダ州からHsp. を，報告している。

Nielsen(1952)は， グリーンランドのペルム

系から新属Stz7･cop"o"ed"'と，下部トリアス

系から新属Fαγαﾉze"cczmlodz4sslαγcﾙﾒを記載

している。

06pyqeB(1953)は，エデスタス類の総括と

Karpinskyの研究を紹介するなかで,Hｾ"cOZ)･

γzoれbesso”owj，亙加α”o”とともに，新種H

たα""sk"を記載している。

対・張(1963）は，中国の漸江のペルム系から

へリコプリオン科の新属としてS"oﾉze"colrio?z

cﾉzα噌ﾉzsi7zgどれsisを報告しているが，形態はHe－
〃CCZ77ZpOdUSに似るものである。

06pyqeB(1964)は，ヘリコプリオン科として，

Agczssizodzjs,Eγ雄od"s,及z夫れZq,Sαγcop7･io"

釣"jo77zo”s，Rzγαﾉze"c妙γio7z, Z~b"OPγjo”，

鎖

露

図8．Hな"coP"o7z lecOfzjgj.Dean (1896)

により06pyveB (1964)作成。
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(Wheeler, 1939による）。

Ca77"ylo"jo7z,Hと〃cop7･io",Hな〃Cam加血Sp

Rzγαhe"c""odusの11属をあげている。

Bendix-Almgreen(1966)は， 北アメリカの

アイダホ州からのHｾ"cop"o沌属化石10標本に

ついて詳細な研究をおこない，鹿允γγ泥γf,H

cf.たγγie7j,He電ass"'""o"(新種）につい

て記載している。また, Siedlecki (1970)は，ス

ピッツベルゲン島のペルム系から新種HEsUα"s

を,NassichukandSpinosa(1970)とNassic-

huk(1971)は， カナダのエルズミーア島のペル

ム系からHspを報告している。

KellyandZangerl(1976)は北アメリカのテ

キサス州西部のペルム系から，耳允γγ産γfを，

Chorn(1978)は同じくテキサス州西部の下部ペ

ルム系から,Hsp.を報告している。

最後に，最近，荒木(1980)は， 日本からのHe-

"cop"o冗第2号として，宮城県気仙沼市の中部

ペルム系叶倉統の上部から,Hspを報告してい

字o o

以上から,Hな"c""o冗属とその近縁の属につ
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表2．Hな"colrio”および近縁随のリスト
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いて，化石のリストを作成すると，表2のように

なる。

復元について

Karpinsky(1899)は， ソ連ウラル産のHな〃‐

cOpγfo"6esso7zozfJjの5標本について研究する

なかで，図3のような復元図をしめしている。彼

は， らせん状の歯列がこのサメの上顎前方部の正

中に存在し，前方に突出した強力な攻撃のための

武器となったものではないか， と述べた。

同様な考えは，弟子の06pyneB(1953)によっ

てもうけつがれ，上顎の正中に－列のらせん状の

接合歯が存在し，歯は内側から外側に移動してい

く復元図を提唱している（図10)。

一方, Simoens(1903)は,Hと"cO'"o"6e･

SSO7ZOZ2ﾉjがサメの尾鰭の鰊としての復元図をしめ

している（図11)。同様に，背部の鰊としての復

元図を,Karpinsky(1911, 1912)があらわして

いる（図12)。

図10． 0轆唖eB(1953)によるHと"col7･2o"
6esso"oてりzの復元図。

また, Simoens(1903)は， らせん状の歯列が

上下顎の両方に存在する図もしめしている（図13)。

同様に, Eaton(1962)は，歯列が2方向に成長

すると考え（図14)，上下顎の両方にらせん状の

歯列が存在する復元図をしめしている（図15）。

しかし，彼らの復元図では，新しい歯が唇側（外

側）から舌側（内側）にむかって移動して萌出す

－39－



号

図11. Simoens(1903)によるHど"co#"o"
6esso"o"Zの尾鰊としての復元図。

図13． Simoens(1903)によるHと"CO'γfo"
6esso"owiの復元図。

座
獅

一銭
罰

図14. Eaton(1962)によるHな"copTio"の
歯列の成長方向についての図。図12. Karpinsky(1911, 1912)によるHな"‐

CO少γio"の背部の鰊としての復元図。

ることになり，矛盾が大きい。

一方, 06pyqeB(1953)は,Karpinsky(1899)

と， 自分の復元図などを紹介するとともに, E.
vandenBroeck氏がKarpinskyにあてた1899

年11月21日付の手紙の中で描いた， らせん状の
歯列が下顎にのみ存在する復元図をしめしている

（図16)。 しかし， この図においても，歯が唇側
から舌側に移動することになり，不自然である。

最近, Bendix-Almgreen(1966)は，顎軟骨

の付属したHb"cO'γわれたγγ虎γjなどの10個の
標本を詳細に研究した結果， らせん状の歯列が下
顎軟骨の正中接合部に存在し，歯胚は顎の舌側で
形成され，唇側に移動して萌出し，下顎軟骨の縁
にそって下方に移動して，下顎軟骨正中接合部の

中に埋入する， と述べている（図17)。彼は， こ
のような歯列は，おそらく武器というよりも，上

顎にある小さな歯列と共同して，貝殻などを切断
するのに用いられたのではないか， と考えている。
一方，他の近縁種では,NewberryandWor
then(1870),Eastman(1902),Nielsen(1932)
により,AgassiZod"S(C""odtbs)Uαγ"6j"s

の下顎の正中にらせん状の接合歯をもち，その両

側に側歯をそなえた化石が報告されている（図
18)。このような状態は，現生のネコザメHete-
7-odo冗如sに似たものである。

また,Hay(1912)は, Edestodus(Edes"s)

図15. Eaton(1962)によるHど"CO'γZo7zの
復元図。

｡

〃姓一山

図16. E.vandenBroeck氏がKarpinsky
にあてた1899年の手紙でのHど"col"o邦の復元図
(06pymIGB , 1953による）。

md"4sとして，上下顎の両方に三角形の鋸歯をそ

なえた歯がならんだ標本を報告している（図19)。

これは， Simoens（1903)やEaton(1962）によ

－4()一
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図17. Bendix-Almgreen(1966)によるHど"CO少冗o祁たγ7fe7･fの下顎の復元図。左は右の線の位置での
断面。o､sym. t. :腹側に位置する古い接合歯pit. :新しし､歯力形成される凹み, r.con.j. :左右の下顎軟
骨の後方接合部, u.m.r.1.j. :右側の下顎の上縁, y.t･ :接合歯のもっとも若い歯。

タ
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図18. Ag<zssiZodusUαγ如玩"sの下顎(Ni
elsen, 1932による）。

るHと"c妙γfo泥の復元（図13, 15)に似たもの

である。

Woodward(1917)は, Lest7-odus(EcJes"s)

7zeujto7zjとして，同様な鋸薩畷をもつ三角形の歯

が8個ならんだ標本を記載している（図20)。

また, Nielsen(1952)は, SαγcOp7･fo7zed"r

として，下顎の先端に扇形に10数個の歯がならび〉

上顎にも数個の歯がならんだ化石を報告し，復元

図19. Ec"s"dus7"7･zJsの上下顎（右側）。
Hay(1912)によりEaton(1962)作成。

図をしめしている（図21）。この復元図は,Ben-

dix-Almgreen(1966)によるHど"C"7･jO7Zの復

－41－
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図21. Nielsen(1952)によるSαγco'"o7z
eda罪の頭普耐端の復元図。

図20． Lest7･odzJs72e"#o7zfの接合歯（左側）。
Woodward(1917)により06pyweB(1964)作成。
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著者は，現生のサメ類の歯の組織発生学的研究

（後藤1979）（図22)にもとづき,Hな"cop7io7z
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く突出して形成されることが，歯が脱落すること
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はないか， と考えている。

しかし，以上みてきたように，歯列をのぞいて

Hを"CO'7･jO冗属の化石はほとんど知られていない。

06pyneB(1953)が述べたように，今後， さらに

より完全な各部分のそろった化石が発見されるこ

とが，望まれてやまない。
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DTe;皮歯OE:口腔粘膜上皮, I～W;粘膜固有層。
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この論文は，地層の層理面に残された足跡の化

石から，化石の古生態を復元したものである。そ

の生痕化石はRockyHillの下部ジューラ系から

発見されている。生痕化石は暗灰色泥岩層から発
れんこん

見されていて，同時に連痕も発見されている。こ
れらのことから，足跡は水底につけられたもので

あると推定している。

少なくとも43個の足跡の化石がみつかり， 2種

の足跡に区別している。一方の足跡は大きく，大

きな肉食性の恐竜（獣脚類theropod)の＆L6和か
teSsp･のものと同定している。他方の足跡は小

さい。この足跡の中には，連続して8個の足跡が

みつかっている。これは小さなA”c〃sα秘γ伽s

sp.のものであるとしている。

》笏"､‐
図MなgfzIosa拠γ私Ssp･をもとに描いたE24-
6γo"tessp.の復元図。

生痕化石から恐竜が遊泳したとい

復元図を描いているのは興味深い。

（三島弘幸）

本論文では，

うことを示し》

＜書評＞

（1979）：

LivingCoelacanth.

ofSciences,California｡

Ed.byMcCosker,J.E・andLagios,MD

The. BiologyandPhysiologyofthe

TheCaliforniaAcademy ￥5800

とその筋系，歯や鱗などの硬組織の論文がみられ

る。

これらの多くの論文はラチメリアを中心として，

軟骨魚類，肺魚類，内鼻孔魚類，条鰭魚類との相
互系統関係が問いなおされ，議論されている。お

もしろいことは，ラチメリアが多様な系統の属性

を共有していることから，いろいろな折中論が述
べられていることである。

一方，巻頭にはラチメリアの発見者自身のラチ

マー女史による，発見史が載っており，またこれ

までにラチメリアの捕獲された漁場のデーターな

ども出されており， ラチメリアを身近かなものに

している。

末巻の討論は，主に尿素系の問題がとり上げら

れているが， きわめてストレートな討論で大変お

もしろい。 （小寺春人）

生きているシーラカンス， ラチメリアは1938

年に発見されて以来，現在までに88個体が得られ

ている。この劇的な発見が古生物学のうえにもた

らした意義は，はかりしれないものがあったこと

は，述べるまでもない。しかしラチメリアに関す

る研究報告は，かならずしも十分なものでなく，

読売ランドにあるケースの中の標本をそっとみて
いる私どもにとっては，はがゆい思いであった。

ここ数年におよんで，ようやく研究報告を散見
するようになったが， ここに紹介した論文集は，
近年の研究成果と問題を明らかにしたもので， ラ

チメリアの研究の現状を知るうえできわめて重要

な本である。標題からもわかるように生理学に重
点がおかれており，浸透圧調節に関与する尿素の

代謝系や比較内分泌学などを中心とした，系統論
が展開されている。形態学的な面では，鰕弓骨格
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